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植物栽培装置による実験の様子

　再処理施設の稼働に伴って大気中に放出される放射性の炭素14（14C）の一部は、二酸化炭

素（14CO2）として光合成を経て植物に取り込まれる可能性があります。当調査では、青森県の

主要な農作物であるナガイモを対象として放射性炭素の移行性と残留性を調べています。

　調査には、放射線を出さない炭素13（13C）を用いています。ポットで栽培した成長段階の異

なるナガイモを特別にデザインされた植物栽培装置（写真）に設置し、炭素13を含む二酸化炭

素（13CO2）を送り込みます。その後、ナガイモの各部に含まれる炭素13を分析することで、大

気中の二酸化炭素がナガイモの葉から取り込まれて収穫する部分（イモ）に移行する様子を明

らかにすることができます。

　調査の結果、ナガイモの成長の各段階で大気中から光合成で取り込まれる割合が明らかに

なるとともに、栽培期間後半に取り込まれた炭素が比較的イモに移行しやすいことなどが明

らかになり、ナガイモ中の放射性炭素をより正確に評価できるようになりました。

ナガイモへの放射性炭素（14C）の移行性と残留性を調べています

調査の内容や成果等はホームページ（https://www.aomori-hb.jp/)に掲載されています。

ナガイモ各部の名称と葉からの二酸化炭素吸収


